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考重,ぐイト試験法i^よるジ．がｲ七でん粉・I) ・物性・,検討

大阪橡蔭す大.学芸　Ｏ中浴,文子.・小地千晶・一色≫ヽお&,・与本裕^

　　　　　　　　　　辻昭二-郎

食　物　Ill

　目的

　ジャtfイモ.rん粉は他のてん粉に比し，比敏約ｲ6温rの'｝化しーいなどの鴫裁をも，z

い%．従来行われ7 い石7ミロゲラフによbてん粉のみかけの粘度の比較ではジ々がｲt

でん粉の'I 。微妙な物性変化をヒらi. %ことiま困難？あ%．をこで。われ1つれの研兜宣が
斯発･し叱^'重/ぐイト涙験城""^）r検討を行，てみヽだ。

　方城

　でん粉のりのみ力ヽi1の物性aその噴泉t加熟条件によ，て大きく変動する｡･kこri.ず

･ 今ﾌK偉の加軌条件r作成しreジャがイモ｡rん粉ののi＼ の物性を多重,ぐイト紙験油で剥免

し比較しr=。装置は現在使用中の!i,のとやや感度の異なる窮命次改良型の装置を便用しr=.

（一都第5次改良型を便用）。

　結果

　ジャガイモでん粉の加熱条件によh物性変化･j極めi大きく，とくに, 加熱温度6O， 65

･Cヒ10・C以上7"IdアミPゲラフ,こよ%,-J'l免でiま鯉^できない位の大き･･j:みか7の物権の差

があらこt n<. 汐重,ぐイト試験池によ４Σ'.'（i-A)などの･ぐラメ-ターの劇免で示されTこ･
　立｡献

nit・田中･ 友併:日本家政.学合ヽ関西支部第9 回研究を良弧癩參旨集，

2)中谷・，|ヽ地・一色・与本，･辻ご　glJt　　　　　　　　　　　　，

3)辻：第＼4回4ti
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生血段階。異￥る粟澱粉・檎質につぃて□の2 ）
　　武阜･'け子大　各玖,゛桜井ヤ子短大｡,“大雅巾大・生活科掌
　　　　　　　　　　　杉本羞美，゜0,･下脊心丼タ内ゑ良*不破英で

　（目的）我りj既に，生肴段階の異なる東澱粉について■? の性貰を綱べり栗裁粉の平均粒

径は糾～I2.iノmで生* L共(-.大きくなi> i喚向ヵ<'ある，≪フォトペーストグラフ■i －による糊

化同郷急度a，生!の後期にrぶる{＼っれて下i> 咳同がある，り電池滴定にぶi>了ぶD -ス

含量(3生青の初期に増釦t る陳哨が見られる，4）X峰囚抑図型は，生青中の巌遼温度r変

化すること署を明りヽ,に吋今Elさらに，顕眼鏡観条，酵素分解，示羞熱分袴，ゲル？

通瓜寄を行ってその佳貰を検討しａので報告する。（方μ,）試料としrい

（丹沢・仔吹・大和早生■ 出雲・福浪) 今生I 種類（仇波タ晩生ぎ被類（銀寄■ 今北・乙

ホ・田尻銀寿・石槌）の合針川鏡類でヽ，丹沢・政談・銀寄については‰より，その他のも

のについ1 は延よ') ％i Z･,トヽ- i通間おきに採取しr; ｡ 澱粉のμ袈｛i＆U,の方広，顕眼

鏡観暴，酵素分解，ホ左熱を祈りらびに＆μ・・x&-7S を用いuゲル夕適法,i常法(; 従，h。

　(μ辰丿栗澱粉粒(福涙･ 戦波･ 今北・乙帛・田尻銀寄）のブクの肺臓(A -アミラーゼに

よる分解性･3，福および徽汲の24 h。反応で’｛a生frにっれて低くりる傾同がみられnヵぐ，

その他の澱粉では生fi による遥い｛見られrnヽつh. i f;,ホ左走査熱量針による糊化開

蜘遠度ば，フォトペーストグラフ-f －の場合と同孫，生1「使期にりるにっれて下るmp] tiぐ

あ^ r-v．さらに栗（丹沢）戴粉（に

体吸収曲緑の最大吸収波長(; より分別し, 葵成･^-＼.A■直鎖の西分中と求めr-.その綿果，

アミロースに由来するF。. 1 13,電光滴定(7) ik合ヒ同様，駈iでのま%の初期に増加する傾

哨が見られh ．　!）払本ら，n.粉糾学･，盛，2&|（りn）


